
2025年3月期第2四半期 決算説明会 

日時：2024年11月7日（木）16時30分～17時30分 

登壇者：代表執行役社長 CEO 夏野剛 ほか 

 

社長の夏野でございます。まずは6月に発覚した当社グループへのサイバー攻撃により、株主の皆様をはじめ関係する全て

の皆様に多大なるご心配とご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。 

当社では、本事案の発生以降、被害状況の全容把握と復旧に向け調査と対応を進めてまいりました。本事案について

は、現在も警察による捜査が行われている最中のため詳細には言及できませんが第1四半期決算公表以降における進捗

についてご説明いたします。 

 

 

まず、再発防止策として、セキュリティ専門会社による助言及びチェックをもとに主要な対策をすでに実施しております。それ

以外についても計画どおり対応を進めています。 

また対策の適切性に関して、当社が今回の原因を適切に評価し、各種対策の導入と推進に適切に取り組んでおり、これら

が事業復旧に必要と認められる基準を満たしている旨の評価レポートを、上記とは別のセキュリティ専門企業より受領してお

ります。 

当社では、従来より情報セキュリティを重視し対策を講じてきましたが、本事案が発生した事実を重く受け止め、現在推進

中の再発防止策に限らず、今後も引き続きセキュリティ体制の強化に努めてまいります。 

また、事業活動への影響と現在の状況ですが、出版事業では影響を受けた既刊出荷が既に平常時水準に回復しており、

書店等のダイレクト受発注システムであるDOTも再稼働したことで重版製造も平常状態に回復しております。さらにサービス

全般が停止したWebサービス事業のニコニコにおいても、主要サービスは全面復旧しております。 
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事案発生以降、社外の大 セキュリティ専門企業の支援を受けながら、情報  の可 性および  した情報の範囲を

把握するための調査を進めてまいりましたが、8月5 の公表以後の追加的な精査により、新たに7,715名分の追加  

が判明し、合計261,956名分の外部  が発生したことを 認しております。なお、この追加判明分は6月8 以前のサ

イバー攻撃の際に 取されたものであり、それ以降新たに 取されたものではありません。 

 

 また、匿名掲示板やSNSなどで、サイバー攻撃を行ったとされる組織が公開したものとして、情報を拡散する行為が 認

されています。当社は関係するすべての皆様の二次被害を最小限に抑え、プ イバシーをはじめとする権利利益を保護する

ため、弁護士とも協議の上、厳正に対応してまいります。 
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次に、2025 3月期 期 結業績見 しについてご説明いたします。 

大規模サイバー攻撃によるシステム 害に起因する業績影響について、前回公表見 しから今回公表見 しにかけて、

売上   業利益ともに影響金額が小さくなることを見 んでおります。 

 期では売上 影響で▲  億円、 業利益影響で▲  億円となる見 しです。 

また、 別損失についても、前回36億円とした見 しを、今回は24億円といたしました。 

 

 

続いて、売上 、 業利益の 期見 しにおける対前回見 しの増 要因を ォーター ォールでお示ししております。サ

イバー攻撃事案による事業影響は第2四半期までに概ね出尽くしております。ゲームは一部 品の見 し修正や期ずれな
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どにより前回  を 回るものの、 調な ニ 、Webサービスにおけるサイバー影響縮小等により、売上 を上 修正い

たしました。また、出版 IP 出セグ  トにおける   の一時的増加、 ニ やゲームでの  増の中、上記増収要因

により 業利益も上 修正しております。 

 

 

お伝えした り、売上 と 業利益は上 修正しております。なお、為替差損により経常利益以 の利益項目は  修

正となっておりますが、既に現時 で9月末よりも円安に推 しております。事業自体への本 的な影響は大きくないと認

 しております。 
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  業利益  出版    出、 ニ やゲームでの  増も、    サービスでのサイバー攻撃による 益影響縮小

 経常利益  為替差損により、経常利益以 の利益項目は  修正
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第2四半期累計期間の 結実績については、売上 が+9.8％の増収、 業利益が+23.5％の増益となりました。サイ

バー攻撃による影響があったものの、それを吸収して増収増益を実現しました。 

 

今 度は試練が大きい となっておりますが、ここまでの売上   業利益の進捗は 調であると認 しております。中期

経 計画最終 度の計 目標達成に向けて、今期 期も邁進してまいりますので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いします。以上、ご説明申し上げました。 

 

◆ な質疑応答 

質問1： 

来期の業績の考え について、来期は『ELDEN RING』DLCの貢献の剥落があるものの、今期はサイバー攻撃による 

業利益影響▲  億円があったこと、出版の売上 が 調に推 していること、『ZEN大 』の事業を新たに開始すること

などを踏まえ、今期で底打ちと考えてよいのか。 

 答1： 

まだ来期に関して正 なことは申し上げられませんが、おっしゃる り今期はサイバー攻撃影響が発生してもなお 調に進

捗しているので、来期はそれ以上の水準を目指したいと考えています。 

 

質問2： 

出版 IP 出セグ  トにおける北米の第2四半期の状況について具体的に教えてほしい。また、それを踏まえた第3四半

期以降の出版 IP 出セグ  トの見 しについてコ  トしてほしい。 

 答2： 

北米については、 かにコ  環境 の業績と比較すると がってはいるものの、それ以前の2019 からは成長していま

す。拡大基調であるという見 には変わりございません。 

  

    年 月期第 四半期  決算 表    

 第 四半期  期                    

                        長          な       

 出版    出では、  ィ  ックスの  である新規    が増加      ％ 。   書 におけるサイバー攻撃影響を、  書

 や 外 書 、 イセ ス収入の 長が吸収し、セグ  トとして増収増益

  ニ は  最 業績だった前期を上回る 調な ースで進捗。実   も配 向け イセ ス収入が 調に推 

 ゲームでは『         』   の  外の収益により、セグ  ト全体で 成長を実現

    サービスは、    月にサイバー攻撃影響による売上利益 が発生したものの、  月末時 での会  は前回  ほど  

せず

 教        では、グループの事業とのシ  ーも見 める新スクールを めた 調な生  増加を  として増収増益

 第 四半期（   月）                    

   のサイバー攻撃影響は売上    億円、 業利益     億円と四半期 ースでは最大となり、 業利益は 益。

事業復旧は 調に進捗。出版    出では 月以降既刊出荷 が平常時水準に回復したことに加え、    サービスも 月に概

ね復旧

  ニ  実   、ゲーム、教        は累計期間と 様の要因により 調に推 し増収増益が 続

上記サイバー攻撃影響を一部  セット

 為替差損     億円 の発生により経常利益以 の利益項目は 益 が拡大



セグ  ト全体として、第3四半期以降についてはさほど厳しい状況になるとは見ていないものの、あまり楽観的にも見ておら

ず、現時 では今回の修正見 しの り推 すると考えております。 

 

質問3： 

 ニ や実   における劇場 品の考え について教えてほしい。 

 答3： 

 ニ は、 に劇場 品に関しては当社が原 を持っているものを中心に展開してまいります。劇場という  ィ は興行収

入を上げることも重要である一 で、それ以上にそれによる ーケティ グ効果が大きいことが大切です。 

  の『 ーバー ー 』の劇場 品でもキャ  ー を打つと、当社が保有する ー イブの   ニ  書 の売行きが 

びています。その では、  ィ  ックスの相乗効果によるIP価値の向上という従前からの当社の戦略を、当社が原 や 

ニ を保有している 品を 画化するという形で実現できたことは一つの収穫だと思います。 

実 では今月『六 の嘘つきな大 生』という 品が公開されますが、これも当社の原 を基にしており、原 の需要も喚

起されています。既に原 で ァ を掴んでいるIPが 画化されることで、IPトータルとして収益を上げていきたいと思います。 

 

質問4： 

今後の イセ スビ  スの考え について教えてほしい。 

 答4： 

 ニ については、 に 外のOTTへの配 許諾が非常に大きな収益 になっています。一 で、グッズ化についても従来

は外部への イセ ス  トが多かったのですが、社 のMD部門を強化しており、自社でのグッズ化を増やしていこうと考えて

おります。現在は流 は外部に依存しておりますが、将来的には自社でできる部分を増やしていきたいと考えております。 

出版IPの  化権については、外部に イセ ス  トすることをあまり大きなビ  スとは捉えていません。もちろんそのよう

なケースもありますが、自社で  化することを重要視しており、『【推しの 】』のように 社のIPも めて当社が  化し

ていくことに主眼を いています。 

 

質問5： 

ゲームセグ  トにおける バイルゲームについて、前 は ニ との 動で成果を出したと認 しているが、今回評価 を計

上するに至った要因と対策を教えてほしい。 

 答5： 

 バイルゲームはもともと非常に難しい分野ではありますが、今回はユーザーイ ター ェース上の様々な指摘をユーザーの

 々からいただいており、多くの びがありましたので課題をしっかりと認 したうえで今後に生かしていきたいと思っています。 

 

質問6： 

   ニ の採 も めて中長期的に  ム ソ ト ェ の開発 イ は拡大していくと考えてよいか。 

 答6： 

現在仕掛中の 品があることに加え、それ以外の開発も進行中です。複 の イ で開発を進めるということは意 してお

り、大型タイトルを安 的にリリースする体制の整備を進めております。 



 

質問7： 

今回の修正見 しについて、サイバー攻撃による 業利益影響が前回見 しから17億円縮小している一 で、 期の 

結見 しは7億円の上 修正にとどまっている。 にどのような要素が イ スになっているのか？ 

 答7： 

この 期にサイバー攻撃影響の挽回のため様々なプ  ーシ  を実施していくことも めております。また、一部ゲーム 品

で期ずれが起きることも前回見 しからの イ ス要因となっております。 

 

質問8： 

出版 IP 出セグ  トでは、  は平常時 りの  状況になり、  書 は堅調で、 外 書 も苦戦した状態か

らは回復しつつある一 で、   の一時的増加もある。 に第2四半期で増加した  はあるか？ 

 答8： 

第2四半期に発生した最も大きい  増は賞与引当金です。これは業績に 動したものになります。 にも  書 で 

 コ というサービスがスタートしたことによる投資増や、9月から開催している ニコ  祭り に係るプ  ーシ    増も発

生しています。 

 

質問9： 

ゲームセグ  トにおける  ム ソ ト ェ のストック プシ    について、 期で26億円の計画だったところから現時 

でどの程度計上  か。また、 バイルゲームの評価 の金額を教えてほしい。 

 答9： 

ストック プシ  については四半期按分で計上しており、四半期ごとの大きな変動はございません。また第3四半期以降も

計上される予 です。 

なお、 別タイトルの評価 については金額を開示しておりませんので回答を差し控えさせていただきます。 

 

質問10： 

 バイルゲームの評価 に関 し、開発のどこに問題があり、どのように り返り、現中期経 計画もしくは次の中期経 

計画にどのように生かされるのかを教えてほしい。 

 答10： 

今回の 品については、様々な反省 があり、当社としては明 に改善 を把握しております。基本的に今後の バイル

ゲーム開発の 針に変更はございません。 

もともと、 に バイルゲームに関しては、ヒットの明暗が分かれやすいものの、IP ースのものについてはヒット率が いという

考え で進めております。既にリリースした2 品については、当社が現在の中期経 計画を策 する以前から開発が始ま

っており、ビ  ススキームも決まっていました。その観 では、これまでの2 品においては一勝一敗ではあるものの、今後リリ

ースするタイトルは現在の体制での新戦略に基づいて進めているため、 り やビ  ススキームも め現在の中期経 計

画に沿ったタイトルとなる見  です。 

 



質問11： 

出版 IP 出セグ  トのコスト構造について、第2四半期では一 性要因として賞与引当金が増加したと理解している

が、今後売上 が 長すれば来期もコスト増になるのではないかと考えている。IP を増加させるためには  増も伴うも

のだとは思うが、コスト となるリスクを負ってもIP 増加の戦略は変えないという理解で正しいか。 

 答11： 

当社としては、全体のIP を増やすことで成功するIP も増えていくと認 しています。したがって、今後も戦略は変えずIP

 を7,000 、8,000 と増やしていきたいと思っています。 

それに伴う   を めたコスト構造に関しては、いわゆるボー   タルと言われる  タル配 を 行し後から 書 を

 るスキームや、あるいは編集プ セスのDXによる効率化、返品率の一層の改善により、コスト増加が吸収できる事業構

造を推し進めたいと思っています。 

 

質問12： 

 ニ について、製  の 騰や放 スケ ュールの遅延等は発生しているか。 

 答12： 

製  は増加傾向にあるものの、 に 外のOTTに対する イセ ス収入が上がっているため、全体としては収益は拡大

傾向にあると認 しています。また期ずれについては、制 プ セスにおける様々な事情で放 スケ ュールが後ろ倒しにな

ることは往々にして発生する一 で、当社としては制 を 製化していくことによって、スケ ュールも めて自社で管理でき

るようにしていきたいと思っています。この観 でもグループ に制 会社を抱えることは非常に大きな意味があると思ってい

ます。 

 

質問13： 

サイバー攻撃によるシステム 害について、当社は被害 ではある一 で、業績や社会への影響がある。本 の責任につ

いてどのように考えているか。 

 答13： 

サイバー攻撃影響によって、お客様をはじめ、関係する全ての皆様に多大なるご迷惑をおかけしたことについて深くお詫び申

し上げます。本事案への再発防止策をきちんと考えること、また今後も引き続きセキュリティ体制を強化し事業を持続的に

発展させていくことが当社として責任を果たすことだと認 しておりますので、引き続き経 に邁進していきたいと思います。 

 

質問14： 

サイバー攻撃に係る 別損失には何が まれているのか。また 別損失の見  が ったのはどのような  の縮小による

ものか。 

 答14： 

 別損失には調査復旧 業やニコニコサービスのクリ イターに対する  金などが まれてます。 訳は詳細には開示で

きませんが、前回  よりも金額が小さくなったのは、それらの  が  を 回ったためです。 

 

 



質問15： 

ここ  で  の書店 が大きく  しているが、売上を ばすためにどのように対応していくのか教えてほしい。 

 答15： 

 書 については、当社がすでに投資している  タル製造工場 新物流設備の ル稼働によって返品率を げていくとい

うことが、書店にも リットとなるようなスキームを組んでおり、健全な事業拡大に向けて  を強化しています。 

また、  書 については成長 としては し緩やかになっているものの拡大傾向は 続しており、ボー   タルという  

タル 行のIPも めてさらに強化していきます。それ以外の新しいチャレ  もしていきたいと思っております。 

 外については全体として引き続き 調に拡大しております。主要 ーケットすべてで自社が版 になって出版していく、IP

を展開していくということができる体制を、残りの 外市場についても検討していきたいと思っております。 

 

質問16： 

自社IPの バイルゲーム展開について、当社が保有している非イ タ クティブな  ィ 発のIPを、イ タ クティブな バイル

ゲームに展開することの難しさがあると思うが、どのように考えているか。また1 目と2 目では何が異なったために結果が変

わったと考えているか。 

 答16： 

保有しているIPをイ タ クティブにしていくということ自体に大きな 壁があるわけではございません。 品属性を活かして 

バイルゲーム化するため、IPによってRPGがいいのか、あるいは違う形がいいのかを検討しています。 

一 で、それぞれのゲームで開発パート ーが異なり、またゲームのプ  ューサー、原 の編集 、 ニ のプ  ューサーと

3 のキーパーソ が  しながら一つのゲームを っていく中で、誰がリー するかもケースバイケースなので一概に 品 

士を比較することは困難です。一 で、当社としてはこのプ セスから一般論としての びを得て、次のゲーム開発に役立て

ていくということに尽きると思います。 

 

質問17： 

中期経 計画におけるIPのLTV最大化について、当社のIPは比較的小さいIPの積 上げで イ タイムも短いように思う

が、大型化 長寿化させるためにはどのようなことが必要なのか。 

 答17： 

当社の 品は イ タイムが長いと認 しています。 社ではコ ック雑誌発で大きく花開いて長い イ タイムを享受する 

品があることは理解していますが、もしかすると当社の 品はより深い層に刺さっているために イ タイムが長くなっているので

はと考えています。 

 外市場においては 品の大小の区別があまりないと感じており、 しろ きなIPを追いかける ァ が多いので、その で

は、ボー   タル め大型化の仕掛けにもト イしていく一 で、全体の傾向としては多くのIPを 出していくことの が 

   が い状況です。多種多様なIPを出していくということが ーケットのニーズではないかと認 しております。 

 

質問18： 

サイバー攻撃を受けて長期間事業に影響が出たことについて、改めて何が反省 として考えられるか。また今後の対策につ

いて教えてほしい。 



 答18： 

当社は の会社に比べるとセキュリティは比較的強固だったと考えています。ただ、今回のサイバー攻撃を許してしまったこと

は非常に反省すべきで、もっと早くさらなるセキュリティ強化をすべきであったと考えており、今現在は考えられうるセキュリティ

強化を実施しています。 

ただし、セキュリティレ ルの向上と効率性はある種トレー   の関係にあるため、今後も最大のセキュリティレ ルを 保し

ながら、ユーザビリティもきちんと維持していきたいと思っています。 

 

質問19： 

米 大統領選や 本の新首相就任を受けて、当社の事業へどのような影響があると考えられるか？ 

 答19： 

大統領選については、当社の業態は輸出規制の対象になることはなく、大きな影響はないと考えています。 

  では、前政権時から政府がコ テ ツ産業を後押しする動きがあり、新政権でもそれを踏襲すると思われるため、大き

な変化はなく、変わらず追い風が吹いていると認 しています。 

 

質問20： 

ゲームセグ  トは『ELDEN RING』のDLCの貢献が期待以上だったのではないかと思うが、それでもセグ  トの 期の 

業利益予 が  修正されているのは バイルゲームの評価 が主因との理解で良いか。 期の見 しについてもう し

詳しく教えてほしい。 

 答20： 

『ELDEN RING』DLCの貢献は、 期についても織り んでいますが、一部 品の見 し修正と期ずれにより、今回の修

正見 しとなりました。 

 

質問21： 

 期見 しの修正について、Webサービスセグ  トの上 修正が最も大きな要因と理解している。有料会  の  が

  を 回ったという記載があるが、実際のユーザーからの ィー バックやユーザー  ゲー   トについて、現時 でどのよ

うに認 しているか教えてほしい。 

 答21： 

大きな影響が出ると  していたプレ  ム会 に関しては、引き続き応援していただけているものの、2か月間サービスが停

止していたため、DAUやMAUは若干 がっている状況です。事業上の影響は最低限にとどめることができましたが、 クセス

 を復活させるために、今後の対策により早期に事案発生前の5月の状態に戻していきたいと考えております。 

 

質問22： 

株主還 とバ  スシートの考え について教えて欲しい。2023 3月期に大きく利益が 長したことを受け翌 度に自

己株取得を行ったと認 しているが、ゲーム事業でDLCが大きく貢献している今期業績を受けて 様に株主還 が行われ

ると考えてよいか。 

 



 答22： 

ゲーム事業はボ ティリティが大きく、大きな利益を上げた場合は株主還  自己株取得 を検討する旨お伝えしておりま

した。今期については、  を上回った部分もある一 で 時に  も増加しており、最終的な利益としては自己株取得

を行った当時のような水準ではないと見 んでおります。 

ただし、今後も 様の考え で自己株取得を検討していきたいと考えています。 

 

質問23： 

今回のサイバー攻撃を踏まえ、セキュリティ強化のための投資増は発生するか。 

 答23： 

全体業績に影響を与えるような規模での発生は  しておりません。 

 

 

◆最後  

今期はサイバー攻撃の影響が発生しておりますが、事業そのものは 調に拡大していることに加え、中期経 計画には影

響がないと認 しております。 

今後も事業の拡大に努め、さらなる売上と利益の拡大を実現していくことで、ユーザーや株主の皆様に還 していきたいと

思っております。引き続きご支援、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 
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